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第４ 依然として低い海岸の整備率 

（１） 高潮対策 

平成１１年９月台風を受け実施した高潮緊急

点検で対策が必要であるとされた箇所７８海岸の

うち１１海岸（約１４％）しか、過去５年間に事業

着手できていません。 

 

（２） 津波対策 

 全国で約１７％の海岸堤防等が想定津波高より低く、また、約３０％が高いか

低いか調査が未了です。 

 

（３） 海岸侵食対策 

将来的に砂浜を復元・創出しなければならない海

岸のうち再生された砂浜面積は約 30％です。 

 

 

 

 

 

このため、ハード・ソフトの両面の施策を充実し被害の最小化を目指

して行く必要があります。 

高潮緊急点検において要対策と判定された海岸の事業着手状況

計 78 海岸 

海岸堤防の
耐震化
15,118km

海岸堤防の耐震性
がない延長
780km(5.2％)

海岸堤防の耐震性の調査が未実施な延長
（含む海岸保全施設が無い延長）

9,932km(65.7％)

海岸堤防の耐震性
がある延長

4,406km(29.1％)

津波に対する
海岸堤防高さ
15,118km

海岸堤防・護岸が
想定津波高より高い延長
7,948km(52.6％)

想定津波高が設定されていない、ある
いは海岸堤防・護岸が想定津波高より
高いか低いか調査が未実施な延長

4,591km(30.4％)

海岸堤防・護岸が
想定津波高より低い延長
2,579km(17.1％)

復元・創出しなければならない砂浜の面積 

再生された砂浜 

1,500ha 

3,000ha 

計 4,500ha 

再生が必要な砂浜 

想定津波高に対する海岸堤防の高さ状況 海岸堤防の耐震化状況 


